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行程表およびルート図（４月２７日）

時 間

9:00 大垣駅（集合） 南口

9:30 ～ 9:45 ① 大垣市荒崎地区

10:00 ～ 10:15 ② 近鉄牧田川橋上流 牧田川左岸7.2k付近

10:30 ～ 10:40 ③ 福束輪中 輪之内町楡俣地先

10:50 ～ 11:00 ④ 安八破堤箇所 長良川右岸34.0k付近

11:10 ～ 11:20 ⑤ 新幹線揖斐川橋 揖斐川左岸38.0k付近

11:50 ～ 12:00 ⑥ 海津橋 揖斐川右岸19.2k付近

12:10 ～ 13:10 ⑦ 昼食 木曽三川公園センター

13:20 ～ 13:30 ⑧
多度川・肱江川合流地点
～ＪＲ揖斐川橋

揖斐川右岸7.2k～12.5k付近

13:40 ～ 14:10 ⑨ 桑名市住吉地区 揖斐川右岸4.8k付近

14:15 ～ 14:45 ⑩ 桑名市城南地区 揖斐川右岸-0.6k付近

15:00 ～ 15:10 ⑪ 伊勢大橋上流 長良川右岸6.6k付近

15:15 ～ 15:25 ⑫ 尾張大橋下流 木曽川右岸6.2k付近

15:35 ～ 15:45 ⑬ 尾張大橋上流 木曽川左岸9.0k付近

16:00 ～ 17:00 ⑭ 意見交換会 輪中の郷（桑名市）

17:30 名古屋駅（解散）

場 所

［行程表］ ［ルート図］

注）行程に関しましては、交通事情や視察の状況等により、若干時間が変更になる場合があります。
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＜牧田川・杭瀬川の横断イメージ（下流より）＞
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将来の牧田川
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新
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瀬
川
→

Ｈ１９年度より
本格的に旧背割堤撤去開始

現在、牧田川側の
護岸工事施工中

杭瀬川側の護岸工事
は、Ｈ１７年度に完成

新背割堤

国道258号

Ｈ１８牧
田
川
→

旧
杭
瀬
川
→

烏江橋
高渕橋

現在の養老線

養老線

かつての牧田川、杭瀬川は、川幅が狭く、何度も水害の危険にさらさ

れてきました。

昭和５１年の出水を契機に、牧田川、杭瀬川の川幅をほぼ倍にする計

画が定められました。

引き堤に伴う、近鉄養老線、高渕橋、烏江橋の改築が行われました。

現在、旧背割堤部分の撤去を行っています。

平成１９年度末には、新しい河道

が完成し、洪水時の安全性が高

まります。

４／２７ ②近鉄牧田川橋上流
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牧輪中
安八町

福束輪中

破堤地点

■福束輪中堤が現在も残されている。本堤が破堤した場合において浸水
面積、被害額を軽減させる機能がある。昭和５１年洪水の本堤破堤時にお
いても機能発現。

４／２７ ③福束輪中④安八破堤箇所 Ｓ５１災害及び輪中
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揖斐川の河道掘削４／２７ ⑤新幹線揖斐川橋

■洪水時の水位を低下させるために、河道掘削を実施。

H14.7.10洪水の状況（万石）

揖
斐
川

福
束
大
橋

河道掘削 ： 約７ｋｍ
（３２ｋ～３９ｋ）

大
垣
大
橋
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■揖斐川の河道掘削にあたっては、湿地やワンドなどの保全や再生
を行い、多様な動植物の生息、生育場所としての環境に配慮する。

洪水流下能力を確保するとともに
かつての水際の環境を創出する

（揖斐川 33～34ｋｍ付近）

高水敷を低水位まで掘削し
湿地等を創出する

現在の断面

掘削後の断面

湿地 浅水域・ワンド

４／２７ ⑤新幹線揖斐川橋

緩やかな勾配の湿地環境の再生

ワンドの保全、再生
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岡島頭首工は、西濃地方へ農業用水を送るため、農林水産省の「西濃用
水事業」により昭和５９年に完成した。

岡島頭首工

岡
島
頭
首
工

右
岸
取
水
口

左
岸
取
水
口

岡
島
水
位
観
測
所

57.0k

揖斐川

４／２７ ⑤新幹線揖斐川橋
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揖斐川基準地点（万石）

万
石
水
位
観
測
所

揖
斐
川
大
橋

40.8k

揖斐川

安八町

大垣市

万石地点

４／２７ ⑤新幹線揖斐川橋

■洪水を防ぐための計画を作成するときに、代表となる地点。
■この地点で基本高水のピーク流量や計画高水流量を定め、その河川の

改修計画が作成される。
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揖
斐

川

太田特殊堤４／２７ ⑥海津橋

堤内側に民家が密集していることから、この区間はパラペット構造の特殊
堤として昭和３５年に施工された。老朽化により洪水時の漏水が著しいた
め、空洞部分のグラウト充填、目地補修、堤外側の押さえ盛土を施工して
いる。
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逆川締切

油島締切
大榑川洗堰

一之手

二之手

三之手

四之手

凡 例

宝暦治水４／２７ ⑦木曽三川公園センター

輪中の住民は度々の大洪水に見舞われ甚大な被害を受けていたことから、
幕府は薩摩藩に御手伝普請を命じ、宝暦4年2月（1754）から宝暦5年5月
（1755）まで、大榑川洗堰、逆川締切、油島締切の三川分流工事が行わ

れた。

木曽三川公園センター
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明治２４年と昭和５９年堤防重合わせ図４／２７ ⑦木曽三川公園センター

木曽三川公園センター
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明治２４年と平成１２年堤防重合わせ図４／２７ ⑦木曽三川公園センター
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長
良
川
→

長
良
川
→

木
曽

川→

木曽・長良背割堤とケレップ水制４／２７ ⑦木曽三川公園センター

ケレップ水制は、「堤防護岸の安全を図る」、「水流の方向を変えさせ、水
衝部を固定する」、「低水路幅、水深の維持」など治水施設として明治改修
の際に整備された。

木
曽
川
→
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昭和22年 昭和43年

昭和53年平成12年

水制のつけ根に
土砂が堆積

植物が繁茂し始める
ワンドの創出
多用な生態系の創出

ケレップ水制群におけるワンド形成の変遷４／２７ ⑦木曽三川公園センター

明治時代に設置されたケレップ水制に土砂が堆積してワンドとなり、

現在は多様な生物の生息・生育場所となっている。
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ゴミの不法投棄対策（チラシ）４／２７ ⑦木曽三川公園センター
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JR揖斐川橋

平成19年度を目途に上流部の徳

山ダム建設等と併せて、揖斐川
右岸のJR関西線から多度・肱江

川合流点の堤防強化をすること
により大きな洪水（昭和50年8月

洪水）と同規模の洪水を安全に
流すことを目的として、低水護岸
整備、築堤護岸整備、樋管等構
造物の改築を実施している。

施工前 施工後

2 0

深谷地区 標準断面図

一 般 区 間

高水護岸工

盛 土

張 芝

HWL

計画堤防断面

2 0

深谷地区 標準断面図

一 般 区 間

高水護岸工

盛 土

張 芝

HWL

計画堤防断面
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桑名市 （揖斐川右岸10K付近 今島地先）

JR揖斐川橋

施工前（H14） 施工後（H18.10）

揖
斐
川

揖
斐
川
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高潮堤防補強４／２７ ⑨桑名市住吉地区

桑名の風情と調和を図りながら、地域の街づくりを考えた安全で安心でき
る高潮堤防の整備を実施。県指定文化財の“七里の渡し”の保全、住吉神
社の移転、蟠龍櫓の再建などを実施。

桑名市 （揖斐川右岸4.0～4.8ｋ 吉之丸～住吉地先）

施工前 施工後（H18.10）

住吉水門

三之丸水門

川口水門 揖
斐
川

揖
斐
川

住吉水門

三之丸水門

川口水門
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桑名市 （揖斐川右岸3.2ｋ 赤須賀水門改築計画）

完成イメージ

高潮堤防補強４／２７ ⑨桑名市住吉地区

桑名市住吉地区から下流区間（桑名市赤須賀地区）の高潮堤防の整備に
伴う赤須賀水門の改築工事を実施中。一連区間を整備することにより、揖
斐川右岸河口部の高潮による被害を軽減する。

施工前 施工中（H19.3）
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堤防開削断面４／２７ ⑩桑名市城南地区

砂礫

砂（砂礫混じり）

粘土

川裏 川表

明治改修から伊勢湾台風後の復旧によりつくられた堤防は、川を浚渫した
川砂により構築されており、脆弱な堤防である。

桑名市 （揖斐川右岸8.8ｋ 長儘樋管）
-80-

砂質土

粘性土

堤防開削箇所４／２７ ⑩桑名市城南地区

木曽川（左岸）土質縦断図（0～10km）

堤防基盤が砂質土層で構成されているため、大規模地震発生時には液
状化による堤防の変形・沈下の恐れがある。
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木曽三川下流域のヨシ原と干潟４／２７ ⑪伊勢大橋上流

干潟

ヨシ原

１９６８年（昭和４３年） ２０００年（平成１２年）
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注：現在の木曽川は平成7年データ、揖斐川・長良川は平成9年データを使用
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注:干潟の標高はT.P.-1. m～+1.0mとした。
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注:干潟の標高はT.P.-1. m～+1.0mとした。

減少

ヨシ原の面積の変化

干潟の面積の変化

高度成長期の過剰な地下水汲み上げによる地盤沈下や、伊勢湾台風被
害以降の高潮堤防の整備により、ヨシ原や干潟が少なくなった。
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揖
斐
川

長
良
川

木
曽
川

東名阪

近鉄・JR

長良川河口堰

ヨシ原の再生箇所

国道１号

ヨシ原再生事業

ヨシ原再生前

長
良
川

平成１１年１０月撮影

ヨシ原再生後
長
良
川

揖
斐

・長
良

背
割

堤

平成１６年５月撮影

長良川右岸
6.0km

治水上問題のないことを確認しつつ、ヨシ根を混入させた土砂を河川へ入
れてヨシ原を再生し、河口部の自然環境の再生に取り組んでいる。

４／２７ ⑪伊勢大橋上流

大型土のう等 盛土

ヨシ原

▽

ヨシ根土

ヨシ原の施工方法 他の工事で掘削したヨシ
根土を盛土し、ヨシ山が
流れ等で崩れないように
周りを大型土のう等で保
護する。

ヨシ原や干潟を再生す
るにあたり、ヨシ原作り
など沿川住民の方々と
一体になった活動を実
施している。

住民のみなさんとの連携活動
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広域地盤沈下４／２７ ⑫尾張大橋下流
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最大沈下量

水利用を地下水へと依存する率が高い濃尾平野では、地盤沈下が進行した
が、地下水揚水規制により地盤沈下は沈静化した。

なお、H6異常渇水年では、沈下量としては2cm未満であるが広域に及んだ。
よって渇水により、揚水量が増大するとさらに地盤沈下が進む可能性がある。

昭和３０年代後半からの高度経済成長に伴う工業用水等の水需要が増大
し、地下水揚水量が多くなり、地盤沈下量が増大した。それにより、高潮堤
防をはじめとする治水施設の機能低下、内水の自然排水不能、構造物の
破損などの防災機能に影響を与えた。

地盤沈下域面積の経年変化昭和36年～平成16年累加沈下分布図（単位：ｃｍ）
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高潮堤防補強４／２７ ⑫尾張大橋下流

高潮堤防は、伊勢湾台風の教訓を踏まえて堤防の高さや構造を決め復旧
されたが、広域地盤沈下により1m～2m低くなったため、緊急対策として波
返工により嵩上げ工事を実施した。現在は、川表に消波工と波返工を設
置する本格的な工事を実施中である。
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干潟再生事例４／２７ ⑬尾張大橋上流

木曽川左岸の五明地区の環境護岸整備を実施し、干潟の再生に取り組
んでいる。

弥富市 （木曽川左岸9.0ｋ付近 五明地先）

施工後（H19.4） 施工中
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木
曽
川

干潟再生

干潟再生

このように高水敷に砂をおき、自然
の営力を生かして干潟を作りました。

コメツキガニヤマトシジミ

干潟に生き物が帰ってきました

干潟の養浜方法

▽平均干潮位

当初土砂投入形状 波返工

消波工または高水敷

根固ブロック

風、波、潮汐の作用により、
土砂が徐々に移動

自然の力に任せた干潟の作り方

揖斐川右岸
（城南地区）

干潟再生事業４／２７ ⑬尾張大橋上流

川の整備によって発生した土砂を用いて、治水上問題のない範囲で失わ
れた干潟を再生し、河口部の自然環境の再生に取り組んでいる。
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